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■報告

第 14回北東 3地域本部技術士交流会 in 富山� �
テーマ「地元に根付く産業・技術」

　支部から本部に名称が変更され、初めての交流会
だと思います。富山といえば「くすり」。幼少の頃、
田舎の我が家にも訪問販売に毎年来ていました。紙
風船をもらって喜んでいた記憶があります。今回の
基調講演で、「富山のくすりの歴史」が紹介されたよ
うで、ぜひとも聴きたかった内容です。
　現地見学の広貴堂、訪れてみたいです。研究発表
はそれぞれの本部の特色があり、とても興味深い印
象を受けました。北海道以外だと負担が大きいため
なかなか参加できませんが、北海道で開催されると
きはぜひ参加したいと思います。発表された山下さ
ん、本間さん、細川さん、たいへんお疲れ様でした。
� （by　のんべ 51）

地域産業研究会� �
平成 23年度　第 14回食の討論会� �
講演� �
地域水産資源の販路拡大と技術士のできること

　この報告を読んで最も興味がわいたのは、「ブラン
ド商品をつくり売れるところで売る」ということで
す。開発する商品は地元認知、札幌認知、首都圏認
知の順番で広めていくとの方向性が示されていま
す。釣りたら子「玉粒」やほっけ魚醤「寿都のだし風」、
つみれ汁セット「とと花つみれ」やシーベリー「奇跡
の果実」など見るからにおいしそうですが、札幌人
の私にはどれも聞いたことがないので、その方向性
は正しいと思います。ブランドといえば 2011 年
の 9月に認知度、魅力度、観光意欲、産品購入意
欲など 63の指標による地域ブランドランキングが
発表され、都道府県では北海道が 1位、市町村で
は札幌が 1位、函館が 2位となりました。しかし、

11 月に発表された仕事や家庭、安全、福祉など
40 の指標による幸福度ランキングでは北海道は
43位でした。確かに仕事はないし、離婚率や交通
事故死者も 1位ですし、医療も崩壊しています。
外から見た魅力は 1位なのに住んでる人間は不幸
だというのは、これって政治が悪いんですかねえ。
いや、やっぱり我々が悪いんですね。フンだ。
� （いつものおせっかい男MS）

■道央技術士会

平成 23年度� �
第 1回施設見学及び講演会「震災と防災」

　テーマが「震災と防災」であり、去る 3月 11日に
発生した東日本大震災に対する反省と、普段からの
防災に対する備えという点で、タイムリーな内容で
あったと思う。災害に備えるための手段として、各
地にこのような防災センターや学習施設が設置され
ている。普段から住民や行政機関が災害に備える事
は、もちろん大切な事である。しかし今回の大災害
で、単に形を作っただけでは駄目だという教訓を
我々は得たのではなかろうか。
　我々はともすれば発生確率の高い危機に重点を置
いて、確率は小さいが、発生したときの被害規模が
大きいリスクについてある想定を行い、想定外の災
害は殆ど発生しないと目をそらしてしまうきらいが
ある。その結果、不幸にも今回の大震災により地域
住民に多数の被災者を生んでしまったのだと思う。
想定外の大きな災害があっても、「減災」という観点
に立って、対策費用は小さくとも最悪の被害を避け
る対策は可能であり、行うべきである。
　人間、失敗に学ぶ事は多々ある。今回、未曾有の
災害は起こらないのではなく、起こりうるという事
を再認識した。このことを我々は肝に銘じておかね
ばならないと思う。
� （K.T）
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■会員のひろば

　私のお薦めコーナー

　札幌市清田区の焼き肉屋さんの紹介です。実は、
私はこの店の近くの清田区平岡に住んでいます。そ
こで、今回お薦めの店に行ってきました。店の雰囲
気は、著者が言われているとおり、オープンしたば
かりの店ですので清潔感のある落ち着いた雰囲気の
店でした。
　昼食を食べに行ったのですが、対応は店長さんに
していただきました。妻と二人で、おすすめNo.1
の煮込みハンバーグと親子どん定食を食べました
が、どちらもおいしくいただきました。アッサリ系
の好きな方にお薦めかなと、思います。新しい店の
紹介、ありがとうございました。
� （Y.K　血液AB型）

■私のプロジェクトX
　筆者とは研究会で一緒に活動させていただいてお
り、いつもにこやかな笑顔で活動に参加されている
姿を思い浮かべながら拝読いたしました。
　研究会活動のなかでは語られない筆者の横顔に接
し、親しみや驚きを感じております。道内の各地や
東京に異動して、その都度、難問に立ち向かいご苦
労をされている様子をうかがい知ることができ、そ
んな中でも潜水球での調査や楽しい視察など素晴ら
しい体験もしているのですね。
　私事で恐縮ですが、最初の勤務地であります浦河
町で十勝沖地震（昭和 43年）が起きて大変ご苦労を
されたとのことですが、その頃私の家も浦河町に
あって、若き頃の筆者にお世話になったかもわかり
ませんね。妻の叔父が道の水産部にいて筆者の少し
先輩のように思います。道庁や日高支庁にもいたよ
うですので、きっと一緒に苦労をされたのではない
かと想像しております。
　また、65歳からの人生につきましても職場ある
いは技術士会で培われた才能を活かして地域のなか
で精力的に活動されている姿に爽やかさを感じさせ
られます。これからも素敵な笑顔で研究会活動など
に参加され、後輩たちへの叱咤激励もよろしくお願
いいたします。
� （お会いするのを楽しみにして：MK）




